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 後になって悩 まされる重い荷物をそれ とは知 らず 今は軽 々と手に 、はずんで家を出た

その足 も大阪駅での時間待ちにはさす がに閉口したらしい。

ほんのわずかな身体の重みを長時間支えるにはあまりにもか よわ い足であった.〈決 して上

体が重すぎたのではな く)の だろう。今 まで大事とばか りかかえ込んだ荷物 の上に今度は

反対にデカツと腰を下す者,あ るいは側に置いたスーツケースを横 目で みたが らその上

に体重を掛 けて良いものかどうか思案している者,ス ラツクススタイルのお姉 ちやんのま

だ元気な様子をみるに及んで,ス ーツに帽子,パ ンプスという正装スタイルの姿勢を持続

する事が疲労を来たしたのであろう。

そ うこうして一 日千秋の思いでホームより身体をのり出しの り出し待っていた急行 「いこ

ま」がやっ との事で来た。 (11時)

全員座席に落ち着 く事によつて待ち草臥れも解 消し,少 し興 ざめになっていたが再び旅行

気分に浸る事が 出来た。

京都駅では旅行者関係の先生方が 多勢見送 りに来て下 さった。

そろそろ衣替 えをする者 も ちらほら現われ ・.又口の方は駅弁を食べて間 も置 かず タベ

るのに忙がしい。 この時の冷凍みかんの忘れもしないおいしさ!

暑 い暑い汽車の旅,水 筒の水はいくらあっても余る事はな い。数 分の停車時に汽車 より飛

び下 り水筒に水を満 し発車のベルであわてて飛びのる光景は滑稽 た りとも涙 ぐましい事で

ある。余 り売っていなかったが,ア ィスクリTム ではいつそう乾 きを覚える。

やがて車内食堂へ行っ て哺時間ばか りねばつて涼んで くる。

十八時三十分東京着。人と汚れの上野駅で二時間余 りも待って鈍行に乗 り込 む。

これよりボロシヤツにスラツクス,ブ ラウスに プリーツ等 々に なって寝る準備にとりかか

るo・足を上げた り下したり,体 を起した り倒 した り,通 路に坐って座席を頭に してみた り

一夜のうちに幾度とな く姿勢を変 えてみるがどうしても畳の上のようにはいかない。

一11一



皆んな我が身をもてあましている風である。っいには通路 に横になる者 もいた とか ・…

こうして常の ようには安眠出来ぬま』にそれでも美 しいだろう十和田湖を夢 みて明 日を待

っのだった。
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